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は生成 しないo GeH｡とGeD｡との混合気体の熱分解では,H2,I)2HD の混合気
体が平衡組成で生成する｡
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Complexes ElectronConfigurationMePcn - HZ-D29XChange*VHD cm3min-1g-1kcal/mol
NiPc4-4Na十 d8+?T4 9.72 ll.5
NiPc3-割 a十 d8+7T3 1.42 ll.9
NiPc2-2Na' d8+花2 0.201 -
NiⅠ'CトNa+ d8+1C1 0.027 -
NiPc4-4Li' d8+ 7T4 ll.8 1､1.4
NiPc4-4灯 d8+1T4 8.78 ll.5
NiP♂-4Rb十 d8+7C4 7.65 ll.5
.copc5-5Na' d8+7T4 ll.1 ll.6
copc4-4Na' d8+ 7E3 1.03 12.0
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いて,それぞれの桶の中には水 (自由エネルギー )が入っている｡ もしも窒素の脱離
のみが律速とすると,気相のアンモニアと窒化物及び水素とは平衡にあるので,NH3
の桶の水位と,N(a)十号H2の桶の水位とは同じであるo ところが,棉 )十号H2
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の segregation(図7)を取上げようo Mo の清浄面を1150℃に昇温すると,バル







































-キサンC6Ⅰも 2-ベンゼンC6H6+3Ⅰも )とエタンの水素化分解反応 (C2H6+H2
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図 16 Pdのいろいろな表面における一酸化炭素の酸化反応
6.お わ りに
かつては触媒反応といえば十人十色のデータがが出て本当のことが仲々わからなかっ
たのだけれども,近年はいろいろな新しい機器を駆使してよくcharacterizeされた表
面で研究が行えるようになり,信頼性の高いデータが得られるようになってきた｡また,
分子,原子,電子のレベルでの表面の状態を直接に調べることができるようになって,
触媒作用のからくりも微細なところまで理解できるようになりつつある｡ 殊に電子分光
法による研究などは将来大いに期待されよう｡
反応の現場を直接に覗きこむことにより,触媒作用の起り方が解明されるということ
に重点を置いて解説を試みた｡本講が,いわゆる ｢触媒屋｣以外の人々に,触媒作用を
はじめ表面化学現象に興味をひきおこすことができたとしたら,幸いと思う｡
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